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ヘキソース（6炭糖）の6位にカルボン酸となっているウロン酸は様々な生理活性糖鎖の部

分構造や配糖体として生体内で普遍的に利用されており、その詳細な活性構造相関の
解明や医薬品への利用が期待されている。しかし、一般的にウロン酸含有糖鎖は均一な
構造のものを単離することが困難であり、合成においても配糖化の活性が低いため、そ
の明快な構造の化合物を合成することは困難である。

当研究では立体選択的かつ高反応性なウロン酸供与体として3，6-ラクトン構造を有する

化合物を新たに設計し、その反応性を調査したところ、高収率かつ立体選択的にグリコシ
ル化反応が進行することが確認された。

本化合物を用いることによりプロテオグリカン、グリコサミノグリカン、配糖体などのウロン
酸含有生理活性物質の合成が容易となることから、詳細な構造活性相関の解明や医薬品
開発へと本技術を展開利用する予定である。

「通常では合成困難なウロン酸含有生理活性糖鎖の効率的合成法の開発」
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